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国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所 知的障害研 
究部の安村明研究員と稲垣真澄部長の研究グループは、発達障害のうち注意欠如・ 
多動症（ADHD）児の診断を高感度で予測することが可能な新しい評価手法を開発 
しました。 
 
【研究の背景】 
発達障害は、対人社会性、行動面、知的発達や運動面における発達に問題があり、 
日常生活や社会生活に支障が生じることが懸念されております。しかし、発達障害 
の症状は個人差が大きく併存することもあるため診断名を特定することが困難な 
場合も少なくありません。最近注目されている大人の発達障害では、小児期に学校 
生活や社会の中で支障を持ちながら、原因が発達障害であることに気づかれず、 
そのまま孤立したり、生きにくさを感じたりしたまま成人となる場合も経験されます。 
そのために不安障害やうつ病などの二次的な障害を併発し、重症化する例も多いこと 
が知られています。 
 一方、発達障害は中枢神経系の機能つまり脳機能の障害が示唆されておりました。 
特に ADHDでは国内外の研究により抑制機能に関わる前頭前野の働きの特異性が 
示唆され、バイオマーカーの候補として期待されていました。本研究では、逆スト 
ループ課題という抑制課題遂行中の行動および前頭前野の脳血流賦活状態の変化 
データを基に、近年、予測分析の自動化のために実用化の期待が高まっている機械 
学習アルゴリズムを用いて ADHD児の診断を高感度に予測することのできる手法 
を開発しました。また、国内の 4地域の計 6施設の協力を得た多施設共同研究により、 
大規模な基礎データを取得し、予測精度の飛躍的な向上が実現できました。 
 
   （中略） 

 
【研究の意義・今後の展望】 
 本研究手法によって、ADHDの診断が完全に自動化されるものではありません。 
診断のため小児科、小児神経科など臨床医の緻密な問診や観察、診察はこれまで 
どおり必須です。しかしながら診断補助手段として、これまでにない客観的で高感 
度な ADHDの診断予測が可能となりました。本成果により、ADHD診断に際して 
の専門機関、養育者およびお子様本人への負担が大きく軽減され、早期発見から 
早期治療につながる道筋を促進させることが期待されます。 
 



Akira Yasumura*, Mikimasa Omori, Ayako Fukuda, Junichi Takahashi,  
Yukiko Yasumura, Eiji Nakagawa, Toshihide Koike, Yushiro Yamashita,  
Tasuku Miyajima, Tatsuya Koeda, Masao Aihara, Hisateru Tachimori,  
Masumi Inagaki  
“Applied Machine Learning Method to Predict Children with ADHD using  
Prefrontal Cortex Activity: A Multicenter Study in Japan.” Journal of  
Attention Disorders オンライン版 
DOI: https://doi.org/10.1177/1087054717740632 PMID: 29154696 
URL: http://journals.sagepub.com/doi/10.1177/1087054717740632 
 

        ※プレスリリースより一部抜粋して掲載しております 


